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小山田　欧米では動物肉の代替タ

ンパク源として、「昆虫食」への

注目度が高まりを見せています。

日本においても昆虫食を普及させ

るビジネスが胎動を始めました。

高崎経済大学発のベンチャー企

業、FUTURENAUT（フューチャー

ノート）は、その代表的な存在で

す。まず、昆虫食ビジネスに着目

した背景をお聞かせください。

飯島　私の研究室は環境問題の解

明に取り組み、その根底にある人

間の行動を変容させるための多様

なアプローチを探っています。研

究の延長線上にはフードロスなど

の食料問題もあります。

　私たちのタンパク源は牛肉・豚

肉・鶏肉といった家畜が主体です

が、環境学者いわく「環境負荷が

とても大きなタンパク源」。例え

ば、牛肉の可食部 1kg を生産す

る た め に は、25kg の 穀 物 と 22t

の水が必要です。世界的な人口増

加などによって動物性タンパク質

の需要が急増し、家畜の生産増や

過度の放牧が進行すると、環境汚

染や森林の減少につながりかねま

せん。世界中で慢性的なタンパク

不足に陥る恐れもあります。

　こうした状況に基づいて FAO

（国連食糧農業機関）が 2013 年に

チームコンサルティング対談

発表した報告書※が、世界に大き

なインパクトを与えました。「2050

年までに世界人口は 90 億人に増

え、食料が不足するため、栄養価

の高い昆虫の利用可能性を真剣に

考えるべき」と訴求したのです。

　昆虫は家畜と比べて狭小な土地

で育てられ、道具類や高度なノウ

ハウも不要なので、養殖施設を建

造する初期投資が抑えられ、貧困

層でも起業できるチャンスがある

と報告されています。さらに、排

出する温室効果ガスも抑えられる

など環境負荷も低い。こうして昆

虫食は動物肉の代替タンパク源と

して注目されるようになりました。

小山田　世界人口の 25％を超える

約 20 億人が 1900 種類以上の昆虫

を食べているそうですが、心理的な

ハードルの高い国も多いのでは？

飯島　日本でもイナゴやハチの子

を食べる食文化はありますが、市

場に多様なタンパク源が出回る中

で昆虫を選択する人は極めて少な

いし、めったに販売されないのが

現実です。タンパク源として昆虫

をアピールしても、そう簡単に受

け入れられないでしょう。しかし、

受け入れられるように行動を変容

できたら、食料やタンパク源の状

況はドラスティックに変わるので

はないかと考えました。

　そこで櫻井を中心に研究プロ

ジェクトを立ち上げ、2019 年 2 月

にタイへ視察に出掛けたのです。

櫻井　タイでは昆虫を食用にする

文化が浸透し、街の屋台では揚げ

たコオロギなどがスナック菓子の

ように販売されています。タイ東

北部にあるコンケン大学の農学部

のラボは、食用コオロギの養殖技

術を確立して周辺農家へ普及させ

ました。多額の設備投資は不要で、

卵が孵
ふ

化
か

してから 45 日ほどで出

荷できるので生産効率が良く、貧

困層が多い農家の貴重な収入源に

なっています。今では欧米や日本

の商社が多数買い付けに訪れ、昆

虫由来タンパク源の争奪戦が水面

下で本格化しているという印象を

持ちました。

　帰国後、コオロギの養殖技術と

流通は高い次元で確立されてお

り、昆虫タンパクの市場も大きな

成長が期待できるものの、消費者

の間に「昆虫食への嫌悪感」とい

う心理的なボトルネックが存在し

ていると分析。そのボトルネック

を広げるようなビジネスを見いだ

し、さまざまな国の地域活性化に

昆虫の養殖技術を生かしたいと思

い、2019 年 に FUTURENAUT を

起業しました。

小山田　自社の一番の強みは何だ

と思いますか。

櫻井　やはり、研究室のバック

アップです。研究ベースに基づい

た商品開発やコンセプト設計など

“食料危機の救世主”と
期待される昆虫食

世界的な食料不足の警鐘が響く中、
代替タンパク源として昆虫食が注目されている。
日本に昆虫食を根付かせようと奮闘するベンチャー企業の取り組みを聞いた。

※�国連食糧農業機関（FAO）『食用昆虫：食料と飼料の安全保障に向けた将来展望』
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ができるのが大きな強みだと思い

ます。市場分析において複雑な統

計を使えることは、消費者の感度

測定や販売予測を立てる上で大変

有効だと実感しています。

小山田　FUTURENAUT の理念と

事業内容についてお聞かせください。

櫻井　ミッションとして「最新の

研究成果を製品とサービスに詰め

込み、群馬から日本の、世界の、

そしてミライの食料リスクの低減

や、食料生産に起因する環境問題

の緩和に貢献していきます。」を

掲げました。それを実現するた

め、食品事業「DAICHI（ダイチ）」、

食育事業「MIRAI（ミライ）」、研

究事業「COMPASS（コンパス）」

の展開に取り組んでいます。

　食品事業においては、持続可能

な社会を実現するために昆虫食の

提案を推進。食育事業においては、

昆虫食を題材にした食育によって

持続可能な社会の担い手の育成を

サポート。研究事業においては、

食の選好や環境に配慮する行動に

関わる心理研究とターゲットマー

ケティング研究によってフードビ

ジネスの成功をアカデミックに支

援します。

小山田　食品事業ではどのような

商品を提案しているのですか。

櫻井　まず、コオロギを丸ごと乗

せたクッキー菓子「コオロギのビ

スコッティ」を輸入し、コンセプ

ト商品として販売しました。

　続いて煎餅メーカーの田村製

菓（群馬県安中市）とタイアップ

して、タイ産のコオロギパウダー

を練り込んだ「コオロギのゴーフ

レット」と「2030 年のゴーフレッ

ト」を開発。ゴーフレット 1 枚に

約 10 匹分のコオロギパウダーを

使っていますが、エビのように香

ばしく昆虫を食べている感じはし

ないと抵抗なく受け入れられてい

るようです。また、コオロギパウ

ダーを加工品食品の原料として売

り込んでいます。

小山田　市場の反応はどうですか。

櫻井　ビスコッティやゴーフレッ

トを販売する中で、「うちもコオ

ロギを使った商品を作りたい」と

の声が寄せられ、商談を進めてい

る最中です。「味やパッケージの

変化にとどまらず、革新的な商品

を開発したい」という声も聞こえ

始めました。そのようなパート

ナーと手を組んで、当社が市場投

入した商品の統計データを活用し

昆虫食のイメージ転換と
収益性アップに取り組む

食用コオロギ配合のゴーフレット（左）とビスコッティ（英国の伝統的クッキー、右）。ゴーフレット１枚に約 10 匹分のコオロギパウダーが配合されている
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たマーケティングや商品開発に取

り組みたいと思います。

小山田　基幹商品となる食用コオ

ロギパウダーの特長を教えてくだ

さい。

櫻井　食用の乾燥コオロギは重量

の 66％がタンパク質で、カルシ

ウムや鉄、亜鉛、ビタミンなども

豊富。また食物繊維も多く、低糖

質です。必須アミノ酸も豊富に含

まれ、エビのような香りとこくの

あるだしが取れます。

小山田　素晴らしい機能性食材で

すね。現在、直面している課題は

何ですか。

櫻井　製造技術を持たない当社に

とって深刻な課題は、昆虫を受け

入れられない食品メーカーが多い

こと。食品メーカーにとって製造

ラインに昆虫を入れることは異物

混入に当たると、タブー視される

わけです。このような旧態依然と

した業界の常識にとらわれない事

業者を探すのは並大抵のことでは

ありません。

　虫を食べることへの抵抗感をど

のように消していくのかも大きな

課題です。昆虫食という話題性を

生かすことは大切ですが、エン

ターテインメント的な要素が強す

ぎると一過性の“ゲテモノ”ブー

ムになってしまいます。私たち

はコオロギをそのまま乗せたビス

コッティでは先が望めないと判断

し、ゴーフレットからはコオロギ

パウダーを使っていますが、見た

目は普通のゴーフレットで「虫を

食べている」というインパクトは

ありません。

　一般的な食品として昆虫食を普

及させるためには、エンターテイ

ンメント性と実用性の間の絶妙な

チームコンサルティング対談

タイ東北部・コンケンで養殖されたコオロギを使用（2019 年視察時の様子）
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ポジショニングが必要ですが、こ

れは非常に難しいと感じます。

飯島　社会的課題として認識して

いるのは収益性です。タイの寒村、

コンケンの活性化に貢献できるほ

どの利益はまだ上がっていません。

社会貢献の価値をどのように金

銭的な価値に転換していくか。

それが当社の宿命的な課題であ

り、 そ れ を 解 決 す る た め に は

FUTURENAUT の 俊 敏 な 機 動 力

と尖
とが

った発想力を評価してくれる

大手企業と手を組んで事業を一気

に加速させ、市場を拡大する戦略

が必要だと考えています。

小山田　今後のマーケティング展

開やブランド展開についてお聞か

せください。

飯島　多様な商品にコオロギパウ

ダーを混ぜることで機能性が高ま

り、新しいカテゴリーの商品へト

ランスフォーム（変身）させるこ

とも可能になります。マーケティ

ングにおいては、自社商品の開発

よりも他社商品へのコオロギパウ

ダー活用を促し、商品の未来化を

サポートする戦略を採ろうと考え

ています。

　ブランド戦略も「未来化する」

「未来を足す」というイメージで、

既存の商品に新しい付加価値を与

えるような展開を図りたいです

ね。カナダのバンクーバーには

「オーシャンワイズ」というブラ

ンドがあります。バンクーバー水

族館が始めたプロジェクトで、持

続可能な漁法で捕った海産物にブ

ランドを与え、そのラベルの付い

た食品やレストランのメニューな

どを消費者が選択するようなムー

ブメントが起きています。

　多少、値は張りますが、そのよ

うな商品を選ぶことが注目される

食文化になっているのです。この

ような状況になると、環境保全と

ビジネスが同じベクトルになると

思います。

小山田　なるほど。例えばですが、

コオロギパウダーに「プロテイン

ワイズ」といったブランドを確立し、

パウダーを使った商品やメニュー

に認証ラベルを与えてアピールし

たら、昆虫食への評価が飛躍的に

高まるかもしれませんね。

　ミドリムシを使ったサプリメ

ントなどを開発している東京大

学発のベンチャー企業・ユーグ

レナ（東京都港区）は東証 1 部

に上場を果たし業績好調ですが、

FUTURENAUT の ビ ジ ネ ス モ デ

ルと近いのでしょうか。

飯島　当社のビジネスモデルは領

域的にはユーグレナと近いと言え

ます。しかし、ユーグレナの事業

ベースになっているのは微生物の

培養技術であり、事業のアイデア

や情報を事業ベースにする当社と

は大きく異なります。

小山田　今後の事業展開をお聞か

せください。

飯島　直近では大手食品会社から

も問い合わせが来るようになりま

した。そのような会社と信頼関係

を築きながら、マスを大きくして

いくことを目指します。「原料戦

略」といった感じですね。

小山田　問い合わせがあるのは、

どのような食品会社からですか。

飯島　製菓・製粉・製麺・製パン・

乳製品のメーカーはかなり関心が

あるようです。

小山田　乳製品メーカーが関心を

寄せる理由は何でしょうか。

飯島　担当者は「コオロギパウダー

を入れて革新的なカテゴリーの商

品を開発したい」と言っています。

小山田　大手食品メーカーは 1 ブ

ランドで 30 億〜 50 億円の売り上

げを狙います。ノンブランドでも

1 商品、最低 1 億円くらい。大き

なビジネスが期待できますね。

　海外展開についてはどのように

お考えですか。農林水産省の食料

産業局食品製造課基準認証室で

は、2018 年の改正 JAS 法の施行

に伴って「従来のモノの JAS か

ら、コトの JAS へ」を推進。国

内で生産された食品の新しい価値

をきちんと評価した上で輸出し、

2019 年は 9121 億円だった食品輸

出高を 2030 年に 5 兆円まで伸ば

す目標を掲げています。改正 JAS

法では、切り花の日持ち性を向上

させる生産管理方式も規格化して

いるので、コオロギパウダーの機

能性や商品展開が規格化できると

面白い展開が期待できます。

　また、欧州などで開催される世

界的な総合食品見本市に出展する

と、日本にはない価値観で評価さ

食品メーカーと連携し
商品に新しい付加価値を
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れるかもしれません。

飯島　昆虫食の普及に関しては、

日本より欧米の方が積極的に進め

ているイメージがあります。すで

に動物肉の代替タンパク源とし

て、コオロギパウダーを練り込ん

だプロテインバーなどの商品が出

回っている状況です。

　このまま後れを取っていると、

国際基準の設定などにおいて日本

はプレゼンスを発揮できなくなる

かもしれません。海外展開は本腰

を入れて取り組むべき課題だと思

います。

小山田　SDGs（持続可能な開発

目標）に対する取り組みをお聞か

せください。

櫻井　食用昆虫の養殖産業は、未

来の食料リスクを低減しつつ生産

地の発展にも貢献できる「ミライの

農業」です。昆虫食の推進は、飢

餓やフードロスを減らして食の問

題を解決に導くだけでなく、地域

格差や貧困の是正、森林保全や水

源確保にも貢献し、SDGs の取り組

みを満たしていると考えています。

小山田　コオロギ養殖の自動化・

機械化など取り組むべき事業テー

マは多々あります。大学発ベン

チャーらしく研究成果をコアにし

た多様な切り口から製品・サービ

スを展開し、昆虫食の未来を切り

開いてください。本日はありがと

うございました。

FUTURENAUT合同会社
所 在 地：群馬県高崎市本町48
設 立：2019年
代 表 者：代表業務執行社員 CEO

櫻井 蓮
従業員数：3名（2020年7月現在）

FUTURENAUT合同会社
代表業務執行社員 CEO 櫻井 蓮
新潟県出身。2016 年高崎経済大学入学後、

「昆虫食に対する心理の分析」について研究。 
2019 年ドイツ・ポツダムでの昆虫食の学会

（INSECTA2019）にて発表。現在、高崎経
済大学大学院地域政策研究科博士前期課程、
飯島研究室所属。専門分野は昆虫食研究（主
に心理面での研究）。

FUTURENAUT合同会社
業務執行社員 CTO 飯島 明宏
群馬県出身。中央大学大学院理工学研究科
博士（工学）修了。群馬県衛生環境研究所・
研究員を経て、 2010 年より高崎経済大学に
着任。専門分野は環境データサイエンス（大
量のデータから環境問題の解決・改善に有益
な知見を導き出す手法の総称）。群馬県環境
審議会委員、高崎市環境審議会委員、Asian 
Journal of Atmospheric Environment vice 
editor-in-chief。現在、人の環境配慮行動と
環境情報戦略の関係性に関心を持っている。

タナベ経営 経営コンサルティング本部
シニアコンサルタント 小山田 眞哉
開拓、製品開発による事業戦略構築に定評が
あり、食品メーカーの垂直統合戦略など、多
くの中堅・中小企業の未来を共に創ってきた。
人事・営業・財務・購買・生産などの経営管
理機能のコンサルティングも手掛け、多くの
クライアント先を成長に導いている。特に食
品ビジネスを中心としたコンサルティングに
はタナベ経営随一の実績を持つ。

チームコンサルティング対談

FUTURENAUT の
ホームページ。未来
の食として、昆虫食を
スタイリッシュに訴求

コオロギのゴーフレットは JR 高崎駅内にある地域の銘品ショップ「群馬いろは」にも置かれている

60FCC REVIEW2020October


